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石
破
総
理
は
所
信
表
明
演
説
で

「
災
害
関
連
死
ゼ
ロ
を
実
現
す
べ

く
、
国
際
基
準
を
目
標
に
、
避
難
所
の
あ
り

方
を
見
直
す
」
と
仰
っ
た
。

　

一
方
、
神
奈
川
県
は
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル

策
定
指
針
を
令
和
４
年
12
月
に
改
訂
し
た
。

こ
れ
に
は
災
害
発
生
か
ら
３
日
目
ま
で
の
初

動
期
か
ら
４
段
階
に
分
け
て
課
題
を
整
理
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
ト
イ
レ
問

題
、
ご
み
処
理
の
ル
ー
ル
作
り
、
生
活
空
間

の
公
平
な
配
分
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
策
定
指
針
に
向
け
た
取
り
組
み
の
目
標
や

進
捗
状
況
は
如
何
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
奈
川
県
は
、

国
の
指
針
の
改
定
等
を
受
け
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
被
災
時
の
ト
イ
レ
対
策
や
女
性

の
視
点
を
踏
ま
え
た
避
難
所
運
営
を
行
う
こ

と
。

　
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
災
時
の
ト
イ
レ
対
策
」

で
の
町
の
対
応
は
、
使
い
捨
て
ト
イ
レ
の
備

蓄
は
予
想
さ
れ
る
避
難
者
の
１
日
５
回
を
基

準
と
し
て
備
蓄
１
日
５
回
の
２
日
分
と
な
る

２
万
２
９
５
０
枚
へ
増
量
。

　
簡
易
ト
イ
レ
は
、
20
人
に
１
基
を
基
準
と

し
て
１
７
８
基
備
蓄
し
、
囲
い
の
あ
る
簡
易

ト
イ
レ
を
38
基
備
蓄
し
て
い
る
が
、
ト
イ
レ

の
囲
い
を
58
基
購
入
し
半
数
以
上
が
囲
い
の

あ
る
ト
イ
レ
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
の
視
点
を
踏
ま
え
た
避
難
所

運
営
等
は
、
避
難
所
運
営
委
員
会
の
構
成
に
、

女
性
の
参
加
を
十
分
配
慮
す
る
。
男
女
の

ニ
ー
ズ
の
違
い
に
配
慮
す
る
。
女
性
の
視
点

を
踏
ま
え
た
避
難
所
運
営
を
行
う
。

問答

総
務
防
災
課
長

川
口 

延
明 

議
員

国
、
県
の
方
針
に
向
け
て
努
力
す
る

町 避
難
所
の
改
善
状
況

一一  
般般  

質質  

問問

町
の
考
え
方
を
問
う
！

町
の
考
え
方
を
問
う
！

質
問
者

質　
　
問　
　
内　
　
容

ペ
ー
ジ

川
口　
延
明
・
災
害
発
生
時
の
避
難
に
つ
い
て

2

勝
俣　
陽
二
・
箱
根
町
に
お
け
る
公
共
施
設
の
更
新
問
題
に
つ
い
て

3

折
橋　
尚
道
・
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
に
つ
い
て

村
野
由
紀
子
・
防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て�

・
火
災
予
防
対
策
に
つ
い
て

4

遠
藤　
秀
則
・
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
つ
い
て

鈴
木　
美
貴
・
若
者
定
住
の
促
進
に
つ
い
て�

・
町
民
生
活
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て�

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

5

山
田　
和
江
・
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

・
住
宅
政
策
に
つ
い
て

佐
藤　
章
子
・
町
職
員
の
早
期
退
職
に
つ
い
て

6

稲
葉
親
太
郎
・�

町
長
所
信
表
明�

５
点
目
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

12
月
定
例
会
で
は
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
９
人
の
議
員
が
、
13
項
目
に
わ
た
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
者
及
び
質
問
項
目
は
、
左
の
通
り
で
す
。
原
稿
に
つ
い
て

は
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
紙
面
の
都
合
上
、
質

問
内
容
、
回
答
共
に
、
抜
粋
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開設された避難所の入り口

※
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
各
議
員
の
一
般
質
問
動
画
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

議会だより　はこね
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令
和
10
年
度
か
ら
始
ま
る
仙
石
原

小
学
校
の
建
て
替
え
・
改
良
工
事

に
つ
い
て
は
、
現
状
の
仙
石
原
地
域
に
お
け

る
出
生
数
の
推
移
の
状
況
が
、
統
計
に
よ
れ

ば
令
和
に
な
っ
て
以
降
、
元
年
度
は
10
人
、

２
年
度
は
14
人
、
３
年
度
は
10
人
、
４
年
度

は
８
人
と
、
概
ね
10
人
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
建
て
替
え
・
改
良
工
事
に
関
し

て
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
町
は
統
廃
合
は
考
え
な
い
と

い
う
方
針
の
根
拠
と
、
こ
の
建
て
替
え
・
改

良
工
事
の
よ
り
具
体
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
地

域
住
民
に
丁
寧
に
説
明
し
、
住
民
の
要
望
を

聞
き
な
が
ら
、
住
民
と
と
も
に
新
し
い
地
域

の
小
学
校
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
石
原
小
学
校

の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
箱
根
中

学
校
と
湯
本
小
学
校
の
長
寿
命
化
改
良
工
事

と
同
様
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
を
は
じ

め
、
教
職
員
、
町
関
係
職
員
で
構
成
す
る
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
様
々
な
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
仙
石
原
小
学
校
に
通
う
児

童
が
快
適
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
さ
ら
に
は
、
学
校
施
設
と
親
和

性
の
高
い
他
の
公
共
施
設
と
の
複
合
化
も
含

め
て
検
討
し
つ
つ
、
必
要
最
小
限
の
経
費
で

よ
り
効
果
的
な
環
境
を
図
り
、
安
全
・
安
心

な
学
校
施
設
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

学
校
教
育
課
長

　
　
　
　
令
和
10
年
ま
で
年
平
均
4.6
億
円
、

そ
れ
以
降
単
年
度
で
約
10
億
円
の

資
金
不
足
を
想
定
し
て
い
る
。
早
期
に
検
討

し
備
え
る
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
行
財
政
改
革
を
行
っ
て

も
生
じ
る
財
源
不
足
に
対
し
て
は

「
超
過
課
税
の
継
続
」「
第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
実
行
」「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
強

化
で
対
応
す
る
。
第
２
期
箱
根
町
公
共
施
設

再
編
・
整
備
計
画
に
位
置
付
け
た
97
施
設
を

対
象
に
、
施
設
の
あ
り
方
を
見
直
し
た
場
合

の
財
政
効
果
等
を
踏
ま
え
、
対
象
の
候
補
を

抽
出
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
方
策
の
検

討
に
着
手
す
る
。

　
　
　
　

令
和
１
～
５
年
ま
で
の
出
生
数
と

死
亡
者
数
の
差
は
７
８
１
名
減
と

な
り
、
自
然
減
だ
け
な
ら
令
和
５
年
で
人
口

１
万
人
を
切
る
が
、
転
入
者
が
あ
り
人
口
減

は
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

グ
ラ
フ
で
は
、
20
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
男
女

が
極
め
て
多
く
示
し
、
若
者
の
流
入
が
人
口

維
持
の
下
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
維
持
、

子
育
て
少
子
化
対
策
と
し
て
、
若
年
層
世
帯

に
向
け
た
住
宅
支
援
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
の
遊
休
物
件
活

用
や
、
近
隣
の
山
北
町
な
ど
で
も

若
者
・
子
育
て
住
宅
の
整
備
で
実
施
さ
れ
て

い
る
民
間
活
力
の
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方

法
を
研
究
し
な
が
ら
、
本
町
に
と
っ
て
最
良

の
住
宅
施
策
は
何
な
の
か
、
十
分
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

町 

長

問

答

企
画
課
長

勝
俣 

陽
二 

議
員

折
橋 

尚
道 

議
員

最
良
の
住
宅
支
援
を
検
討
し
て
い
く

町

必
要
最
小
限
の
費
用
で
、
よ
り
効
果
的
な
環
境
整
備
を
図
る

町 仙
石
原
小
学
校
の

　
　
　
建
て
替
え
・
改
良
工
事
は
？

若
年
層
世
帯
向
け
住
宅
支
援

仙石原小学校

湯本幼児学園の子どもたち

議会だより　はこね
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災
害
備
蓄
品
や
資
機
材
の
充
実
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
の
地
域
防
災
力
強
化

事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
避
難
所

の
保
存
食
・
保
存
水
・
簡
易
ト
イ
レ
・
毛
布

等
の
備
蓄
品
を
1.5
倍
に
増
量
し
た
。
生
理
用

品
、
紙
お
む
つ
等
は
10
年
保
存
で
き
る
防
災

用
品
に
切
り
替
え
る
。
資
機
材
も
ポ
ー
タ
ブ

ル
電
源
等
の
購
入
や
避
難
所
ご
と
に
点
検
を

行
い
老
朽
化
し
て
い
る
発
電
機
や
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
な
ど
適
宜
更
新
す
る
。

　
　
　
　
避
難
所
の
保
存
食
等
の
備
蓄
品
を

1.5
倍
に
増
量
し
た
と
言
う
事
で
す

が
、
前
回
の
一
般
質
問
で
３
日
分
か
ら
内
閣

府
が
示
す
１
週
間
分
に
見
直
し
、
巨
大
地
震

に
備
え
る
必
要
性
を
質
問
し
た
。
1.5
倍
の
増

量
で
何
日
分
に
な
る
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
登
半
島
地
震

で
避
難
者
が
想
定
以
上
に
膨
ら
ん

だ
教
訓
か
ら
、
避
難
者
1.5
倍
に
対
応
で
き
る

備
蓄
に
変
更
。
こ
れ
ま
で
の
備
蓄
総
数
か
ら

９
７
８
０
食
を
増
量
。
神
奈
川
県
西
部
地
震

を
想
定
し
、
避
難
者
４
０
０
人
及
び
帰
宅
困

難
者
２
６
６
０
人
の
合
計
３
０
６
０
人
で
計

算
す
る
と
、
１
日
３
食
分
の
９
１
８
０
食
と

な
り
約
１
日
分
の
増
加
と
な
る
。

　
　
　
　
能
登
半
島
地
震
で
は
3
週
間
以
上

た
っ
て
も
ア
ル
フ
ァ
米
で
、
温
か

い
食
事
を
提
供
出
来
ず
課
題
と
な
っ
た
。

　

前
回
の
一
般
質
問
で
も
炊
き
出
し
訓
練
の

実
施
を
質
問
し
た
が
、
訓
練
の
実
施
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
防
災
訓
練

で
女
性
会
の
皆
さ
ん
に
ガ
ス
コ
ン

ロ
や
釜
を
使
用
し
て
味
噌
汁
の
炊
き
出
し
を

計
画
し
て
い
た
。

天
候
不
良
に
よ

り
実
施
で
き
な

か
っ
た
が
、
今

後
も
計
画
す
る
。

問答

町 

長

問答

総
務
防
災
課
長

問答

総
務
防
災
課
長

　
　
　
　「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、「
ラ 

ー
ニ
ン
グ
（
学
び
）」
と
「
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
休
暇
）」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、

学
び
を
目
的
と
し
て
休
暇
を
楽
し
む
こ
と
で

あ
る
。
働
き
方
改
革
で
、
平
日
に
休
暇
を
取

る
保
護
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
親
子
で
過

ご
す
時
間
を
確
保
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
も

の
。
そ
こ
で
町
と
し
て
、
こ
の
制
度
を
ど
う

把
握
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
制
度
は
保
護
者

等
「
休
み
方
改
革
」
で
は
効
果
的

な
取
り
組
み
で
は
あ
る
が
、
教
職
員
の
「
働

き
方
改
革
」
に
は
な
ら
ず
、
結
果
的
に
、
子

ど
も
た
ち
の
「
学
び
の
保
障
」
へ
の
対
応
が

難
し
く
現
在
の
と
こ
ろ
導
入
す
る
考
え
は
な

い
。

　
　
　
　
学
校
に
お
い
て
、
欠
席
扱
い
に
し

な
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
で
は
、
基

本
的
に
各
家
庭
の
意
向
を
尊
重
す

る
こ
と
と
し
、
休
む
理
由
を
確
認
し
、
申
し

出
の
と
お
り
欠
席
を
認
め
て
い
る
。

　
　
　
　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
つ
い
て
、

保
護
者
等
へ
の
周
知
は
で
き
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
な
こ
と
で

は
あ
る
が
、「
学
び
の
保
障
」
や 

「
家
庭
間
の
公
平
性
」
と
い
っ
た
課
題
が
あ

る
な
ど
、
総
合
的
に
鑑
み
て
現
在
制
度
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
の
で
、
保
護
者
等
へ
周

知
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
混
乱
さ
せ
て
し

ま
う
懸
念
が
あ
る
た
め
、
周
知
す
る
考
え
は

な
い
。

問答

教 

育 

長

問答

学
校
教
育
課
長

問答

学
校
教
育
課
長

村
野 

由
紀
子 

議
員

遠
藤 

秀
則 

議
員

避
難
所
の
保
存
食
等
の
備
蓄
を
1.5
倍
に
増
量
し
た

町

現
在
の
と
こ
ろ
導
入
す
る
考
え
は
な
い

町

防
災
備
蓄
の
充
実
を
！

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
実
施

災害備蓄品

議会だより　はこね
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今
年
７
月
、
厚
生
労
働
省
が
発
表

し
た
国
民
生
活
基
礎
調
査
で
、
生

活
が
苦
し
い
と
答
え
た
人
は
59
・
６
％
に
も

上
っ
た
。
実
質
賃
金
が
減
り
、
年
金
も
減
ら

さ
れ
、
消
費
税
も
増
税
さ
れ
た
。
電
気
料
金

も
県
営
の
水
道
料
金
も
上
が
っ
た
。
主
食
で

あ
る
コ
メ
の
値
段
は
２
倍
に
な
っ
て
生
活
を

脅
か
し
て
い
る
。
住
民
か
ら
「
生
活
が
苦
し

い
」
と
い
う
悲
痛
な
声
が
届
い
て
い
る
。
当

町
の
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
か
ら
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
を

引
き
続
き
支
援
す
る
た
め
、
交
付
金
を
追
加

す
る
旨
が
盛
り
込
ま
れ
た
物
価
高
騰
対
策
に

つ
い
て
は
早
期
の
予
算
化
に
向
け
検
討
を
進

め
る
よ
う
に
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
具
体
的
な

検
討
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
検
討
中
と
い
う
こ
と
な
の
で
提
案

を
し
た
い
。
厳
冬
期
に
向
け
て
福

祉
灯
油
制
度
を
箱
根
町
で
も
行
っ
て
い
く
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
は
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
申
し
上
げ
る
段
階
に
は

な
い
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
料
品
等
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
、
事
業

者
を
し
っ
か
り
支
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

本
町
の
実
情
に
て
ら
し
効
果
的
な
支
援
策
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
住
民
か
ら
こ
の
様
な
厳
し
い
物
価

高
騰
の
時
に
「
箱
エ
ー
ル
ク
ー
ポ

ン
券
」
を
配
布
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
上
が 

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
て
の
町

民
に
対
し
て
、
一
律

に
配
布
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

問答

町 

長

問

答

企
画
課
長

問答

企
画
課
長

　
　
　
　
当
初
は
、
開
始
か
ら
３
ケ
月
を
め

ど
に
運
用
を
見
直
す
方
針
だ
っ
た

が
行
わ
れ
た
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
各
地
区
の
移
動
ス
ー

パ
ー
は
大
変
好
評
な
実
施
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
販
売
担
当
者
に
販
売
状
況
を

伺
う
と
、
他
の
地
区
に
比
べ
て
農
産
品
や
水

産
品
の
売
り
上
げ
比
率
が
高
く
、
高
く
て
も

良
い
も
の
を
要
望
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
町
と
し
て
不
足
し
て
い
た
物
品
の
供
給

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
売
り
上
げ
に
つ
い
て

も
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
が
運
営
し
て
い

る
静
岡
県
、
神
奈
川
県
内
の
市
町
で
ト
ッ
プ

と
な
っ
て
い
る
。
町
内
の
各
地
域
か
ら
販
売

拠
点
の
追
加
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
移

動
ス
ー
パ
ー
を
実
施
し
て
い
る
店
舗
で
余
力

が
あ
る
店
舗
の
活
用
や
臨
時
便
の
運
行
で
販

売
拠
点
の
追
加
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
に

調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
本
庁
舎
障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
へ
の
屋
根
の
設
置
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
条
例
で
は
屋
根
に
つ

い
て
は
設
置
が
望
ま
し
い
と
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
駐
車
場
自
体
の
広
さ
が
十

分
で
な
く
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
ば
か
り
で
な
く
、

ス
ロ
ー
プ
部
分
に
も
屋
根
が
な
い
た
め
、
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
今
後
、
箱
根
町
と
し
て
ど
う
し
て

い
く
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
根
の
み
の
設
置
は

難
し
い
面
が
あ
り
、
施
設
の
大
規

模
改
修
な
ど
の
際
に
障
が
い
者
駐
車
場
の
屋

根
の
設
置
を
検
討
す
る
方
向
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問答

町 

長

問答

町 

長

問答

財
務
課
長

鈴
木 

美
貴 

議
員

山
田 

和
江 

議
員

移
動
ス
ー
パ
ー
の
さ
ら
な
る
利
便
性

向
上
の
検
討
は
？

物
価
高
騰
対
策
、

「
箱
エ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン
券
」の
配
布
を

販
売
拠
点
増
や
臨
時
便
の
運
行
の
実
現
に
向
け
調
整
を
進
め
る

町

配
布
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

町

移動スーパーの様子

野菜の価格も高値が続いている

議会だより　はこね

5

令和７年２月　第219号【一般質問】



　
　
　
　
希
望
を
も
っ
て
箱
根
町
に
入
庁
し

た
職
員
の
早
期
退
職
が
続
い
て
い

る
。
町
の
将
来
発
展
の
た
め
に
は
早
期
の
退

職
（
転
職
）
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
の
見
解
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
の
離
職
に
よ
る
人

手
不
足
が
生
じ
る
と
、
日
々
業
務

に
追
わ
れ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
図
れ
な
か
っ
た

り
、
休
暇
の
取
得
減
少
や
長
時
間
労
働
に
よ

り
、
適
切
な
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
図

れ
ず
、
更
な
る
離
職
に
繋
が
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
組
織
と
し
て
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
町

政
の
運
営
と
発
展
に
は
、
そ
れ
を
担
う
職
員

の
人
材
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
職
員

が
箱
根
町
に
愛
着
心
を
持
っ
て
働
き
続
け
て

貰
え
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
こ
こ
数
年
の
早
期
退
職
数
の
経
緯

は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
は

20
歳
代
が
２
名
、
30
歳
代
が
３
名
、

40
歳
代
が
１
名
で
、
計
６
名
。

　
４
年
度
で
は
、
20
歳
代
が
５
名
、
30
歳
代

が
５
名
、
40
歳
代
が
２
名
で
、
計
12
名
。

　
５
年
度
は
、
20
歳
代
６
名
、
30
歳
代
４
名
、

40
歳
代
４
名
で
、
計
14
名
だ
。

　
　
　
　

相
談
窓
口
は
如
何
に
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
事
主
幹
管
理

課
長
の
他
、
外
部
の
第
三
者
機
関

の
専
門
相
談
員
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
窓
口

は
職
員
自
身
が
選
択
で
き
る
。

問答

町 

長

問

答

総
務
防
災
課
長

問答

総
務
防
災
課
長

　
　
　
　
町
長
所
信
表
明
の
重
要
項
目
の
５

点
目
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く 

り
」
の
財
政
と
し
て
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
の
実
現
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度
に
中
長
期

財
政
見
通
し
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
、

現
状
の
財
政
構
造
の
下
で
は
、
継
続
的
に
財

源
不
足
が
生
じ
、
長
期
的
に
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
非
常
に
厳
し
い
状
況
が

明
ら
か
と
な
っ
た
も
の
。

　
こ
の
状
況
に
対
し
令
和
５
年
５
月
に
策
定

し
た
「
令
和
６
年
度
以
降
の
財
源
不
足
へ
の

対
応
」
で
は
、「
中
期
」
と
「
長
期
」
に
事

項
を
分
け
て
お
り
、「
中
期
」
の
令
和
10
年

度
ま
で
は
、
超
過
課
税
は
「
税
率
１
・
58
％

を
継
続
」
し
た
上
で
、
な
お
不
足
す
る
財
源

は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
受
け
入
れ
体
制

を
強
化
し
、
さ
ら
な
る
寄
付
額
の
増
を
目
指

す
こ
と
で
財
源
不
足
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
令
和
11
年
度
以
降
の
長
期
に
つ
い

て
は
、
中
期
よ
り
も
さ
ら
に
２
倍
以
上
拡
大

す
る
財
源
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
①
超
過

課
税
の
継
続
、
②
第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
実
行
を
挙
げ
た
。
さ
ら
に
長
期
に
備
え
た

取
り
組
み
と
し
て
、「
観
光
ま
ち
づ
く
り
財

源
な
ど
の
財
源
確
保
策
の
検
討
」
や
「
公
共

施
設
の
あ
り
方
の
抜
本
的
な
見
直
し
」
と

い
っ
た
実
現
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
事
項
の

検
討
や
準
備
を
計
画
に
位
置
付
け
、
経
過
を

確
認
し
な
が
ら
明
確
化
し
て
い
く
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
実
現
を
目
指
す
。

問答

町 

長

佐
藤 

章
子 

議
員

稲
葉 

親
太
郎 

議
員

現
状
の
財
政
構
造
の
下
で
は
、
継
続
的
に
財
源
不
足
が
生
じ
る

町

職
員
の
人
材
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

町 町
職
員
の
早
期
退
職
状
況

財
政
と
し
て
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
実
現

目指すべき箱根町職員像

第２期アクションプラン

議会だより　はこね
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議決件数（11件）12 月 定 例 会（11月28日～ 12月17日）

令和6年度箱根町一般会計補正予算(専決第1号)　専決処分の承認を求めることについて
補正額　３億1,430万5,000円

	 衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査、ふるさと納税促進事業に係る経費等について主な内容

専決処分（１件）　承　認

○�箱根町職員の給与に関する条例及び箱根町非常勤職員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
本年の人事院勧告による職員の給与改定等を行うため
○�特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人事院勧告による一般職の期末勤勉手当の支給割合の引き上げに伴い同様の措置を講ずる必要があるため
○�箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
特別職の職員の期末手当について支給割合を引き上げることに伴い議会議員の期末手当についても同様の
措置を講ずる必要があるため
○�箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定について
⑴町民税等の減免に関する規定の整備
　大規模災害時の災害減免について、被災前の備えとして予め職権による減免を可能にするため
⑵固定資産税の課税標準の特例等に関する規定の整備
　①特定バイオマス発電（※１）について、固定資産税額を減額する特例措置が創設されたため
　　※１　木竹に由来するもの又は農産物の収穫に伴って生ずる
　　バイオマス（※２）を電気に変換するもの
　　※２　再生が可能なタンパク質や炭水化物などを含む生物。資源。主に木材、生ゴミ、ふん尿など
　②特定事業省内保育施設に係る固定資産税の特例措置の終了に伴う整備
　　�子ども・子育て支援法に基づく政府の補助を受けた者が一定の保育施設の固定資産税を減免する特例
措置が廃止されたことに伴う関係規定を削除

条例改正（４件）　可　決

○�副町長の選任について　　伊藤　和生さん（湯本在住）　再任
○�仙石原財産区管理会の財産区管理委員の選任について　　岩本　節男さん（仙石原在住）　新任

人事案件（２件）　同　意

○�令和6年度箱根町一般会計補正予算（第4号）　　補正額　13億3,789万1,000円
人件費追加	 6,088万5,000円	 心身障がい者福祉経常経費追加・更生減	 797万2,000円
ふるさと納税促進事業追加	 6億1,070万9,000円	 後期高齢者医療特別会計繰出金追加	 805万5,000円
諸経常経費追加	 306万9,000円	 地域医療体制推進事業追加	 500万円
財政調整基金積立金追加	 6億3,929万1,000円	 道路維持経常経費追加	 300万円

○�令和6年度箱根町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）　　補正額　84万1,000円
一般管理費追加　54万1,000円
特定健康審査等事業費追加（人間ドック受診者増による追加）　30万円
○�令和6年度箱根町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）　　補正額　805万5,000円
後期高齢者医療広域連合納付金追加	 805万5,000円
○�令和6年度箱根町温泉特別会計補正予算（第1号）　　補正額　　147万7,000円
人件費追加　147万7,000円

補正予算（４件）　可　決

議員別議案賛否一覧
議
案
番
号

議　　案　　名
議
決
結
果

山
田
和
江

鈴
木
美
貴

勝
俣
陽
二

佐
藤
章
子

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

村
野
由
紀
子

勝
俣
泰
彦

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

折
橋
尚
道

沖
津
弘
幸

山
田
成
宣

75 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

76 箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 可決 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

78 令和 6年度箱根町一般会計補正予算（第４号） 可決 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

79 令和5年度箱根町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

※　○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：議長は採決に参加しません。

議会だより　はこね
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委員会活動報告委員会活動報告

　当委員会では令和6年11月12日に委
員会を開催し「町営温泉、町営水道施
設」の運営状況視察を行い、現地で所
管課から状況の説明をうけたのち、意
見交換を行った。
　温泉の源泉地では温泉供給事業の歴
史、温泉造成の仕組み、昭和38年の１
号泉掘削成功（８０℃、毎分９０ℓ）から
の歴史について説明を受け、特に昭和
42年にプリンスホテルが蒸

じょう
気
き
井
せい

の開発
に成功し、4年後の昭和46年には箱根
町も町営1号蒸気井掘削に成功。85℃
毎分430ℓの造成成功が現在の供給の
基礎になっていること。
　平成7年に現在の7号蒸気井が新工

法で掘削され85℃毎分800ℓで現在までの29年間安定供給ができており、芦之湯から元箱根、箱根地区までの温
泉事業として供給をしている。
　特に今後の維持管理体制の重要性について再認識しました。

教育福祉環境常任委員会　委員長　川口 延明

総務企画観光常任委員会　委員長　勝俣 泰彦

健全運営！町営温泉・町営水道施設健全運営！町営温泉・町営水道施設

箱根湿生花園園内敷板（木道）交換工事現地視察箱根湿生花園園内敷板（木道）交換工事現地視察

　昨年の11月に箱根湿生花園園内敷板交換工事の現地
視察実施後、観光施設の現状等について報告を受けま
した。
　園内の敷板や木道は、利用者の安全確保のため随時
補修等を実施しており、限られた財源の中で管理をし
ていることから、事業者による補修の他、園職員によ
る直営作業で、維持補修作業を実施しているとの説明
がありました。
　各施設の現状及び今後の計画ですが、令和６年度入
館者見込みは、前年度対比で、湿生花園は６．３%減少、
森のふれあい館は１１．３％の増加、ジオミュージアムは
６．９％増加の見込みであり、特別展や企画展の開催に

つきましても各施設とも工夫を凝らして実施している状況が伺えました。
　今後の計画においては、GPSを活用したガイドマップ等の導入、インバウンド向け外国語表記の充実、SNS
を利用した広報活動等を計画しており、施設整備やイベントの充実、従来の情報発信ツールに加え、デジタルを
活用した情報発信等に注力を頂き、更なる入館者の増加に努めて頂きたいと考えます。

箱根湿生花園園内を視察

湯之花温泉施設にて

【委員会活動】議会だより　はこね
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ジャスパー・箱根町姉妹都市ジャスパー・箱根町姉妹都市
提携提携5050周年記念式典を開催周年記念式典を開催

　11月２日に湯本富士屋ホテルにて、
ジャスパーと箱根町の姉妹都市提携
50周年記念式典を開催しました。
　1972年7月4日にカナダ国立公園
のジャスパーと姉妹都市の絆を結ん
で50年。ジャスパーのヘレン・ケレ
ハー副町長、アルバータ州政府在日
事務所　駐日代表デイリン・ブイ
リーンさんなどをお迎えして式典が
開催されました。

　式典では国の重要無形民俗文化財に指定されて
いる「箱根の湯立獅子舞」を箱根仙石原神楽保存
会の皆さんが演武。
　悪魔を祓

はら
う「剣の舞」と仙石原だけに伝わる遊

び神楽「剣呑みの舞」を披露し、江戸時代（1776
年）から箱根に伝承される日本の伝統文化を堪能
していただきました。

議会だより　はこね
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議 員 活 動 報 告
皆さんの日常的な活動に参加し、報告していきます。情報ください

箱根中学校文化祭箱根中学校文化祭
恒例の文化祭、校内には生徒さんの研究発

表や作品の展示が廊下や教室に飾られていまし
た。また、体育館で各クラスによるコーラスが催
され、保護者の方々も真剣に聴いていた様子が見
られました。� （折橋尚道）

10
23

箱根大平台もちより祭り箱根大平台もちより祭り
若手の有志が中心となって企画されたお祭

り。雨天のため集会所での開催となりましたが、
地元の方々と観光客が一体となって楽しんでいま
した。マジック・オペラ・ジャズの演奏や絵画や
写真の展示や即売会が開催されました。
� （折橋尚道）

11
2

第第110011回箱根駅伝予選会回箱根駅伝予選会
第101回箱根駅伝予選会の応援及び誘客活

動に行ってきました！とても暑くて、選手の皆
さんも汗をかきながら頑張っていました。青山学
院大学の原監督が写真に入って下さり、さらにテ
ンション上がりました！� （村野由紀子）

10
19

岡田美術館　文化振興プログラム岡田美術館　文化振興プログラム

国指定重要無形民俗文化財国指定重要無形民俗文化財

「湯立獅子舞」演舞とワークショップ「湯立獅子舞」演舞とワークショップ
　宮城野「湯立獅子舞」が岡田美術館にて演舞を
披露。獅子舞のルーツ、獅子頭や所持している刀
などの話を参加しているお客様にわかりやすく説
明されていました。� （稲葉親太郎）

11
2

議会だより　はこね
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家族介護教室（いきいき美容教室）家族介護教室（いきいき美容教室）
介護ホームでは、高齢者の入居者の方にメ

イクをして精神的な効用を促されているとのこと
で、メイクスタッフがお化粧の指導をして下さい
ました。男性陣も参加され、和気あいあいの雰囲
気の中で基本から仕上げまでご指導いただきまし
た。� （佐藤章子）

11
15

第63回　箱根町民文化祭第63回　箱根町民文化祭
第63回町民文化祭が開催され、生涯学

習に励んでおられる皆さまの学習成果が発表され
ました。華道、茶道、篆刻、窯、習字、絵画、エッ
セイ、短歌等々の展示や音楽室ではフラダンス、
コーラス、フルート演奏も楽しみました。
� （佐藤章子）

11
8〜11

男女共同参画講演会男女共同参画講演会
男女共同参画講演会「アンコンシャスバイ

アスにきづこう」に参加！何かを見たり、聞い
たり、感じたりしたときに、「無意識に“こうだ“と
思い込むこと」これをアンコンシャスバイアスと
いいます。気づきや対処法など学びました。
� （村野由紀子）

11
20

湯本小学校湯本小学校

長寿命化校舎等長寿命化校舎等

長寿命化改良工事長寿命化改良工事
工事の進捗状況を確認するため、校舎・屋内運動
場を視察し、教職員から現状について話を聞きま
した。校舎等の周りは囲まれ、薄暗く感じ工事の
音も気になりましたが、児童や教職員は、環境に
慣れて気にならないとのことでした。来年７月の
完成が待たれます。� （鈴木美貴）

11
15

仙石原夜間仙石原夜間

避難訓練避難訓練
11月21日午後6時から
仙石原文化センターで
夜間避難訓練が実施さ
れました。当日、地震
発生の放送が流れ、67
名が参加！安否確認
や備蓄されているテン
トやトイレの組み立
てなどを学びました。
� （村野由紀子）

11
21

車椅子バスケットボール体験講座車椅子バスケットボール体験講座
仙石原小学校の学校へ行こう週間（11月13

～ 15日）、社会福祉協議会「福祉体験学習」での
開催。キャプテンの長田さんから、児童や教職員
にゲームを通じて、自分が貢献できる活動を発見
し、実践しようとする姿勢を育て、人を思いやる
気持ち、協力する大切さに気づいてほしいと語ら
れました。� （鈴木美貴）

11
14

議会だより　はこね
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ふれあい会食会ふれあい会食会
当日は、のど自慢大会に参加された方々の

歌声を聴いた後、おいしいお弁当を食べ、みんな
でなつかし昭和のヒット曲を歌いました。
� （勝俣陽二）

12
1

観光振興議員連盟講演会観光振興議員連盟講演会
内閣官房　新しい地方経済・生活環境創生

本部事務局審議官　北尾昌也氏を講師にお招き
し、「新しい地方創生について」をテーマにした
観光振興議員連盟講演会を開催しました。当日は、
これまでの地方創生に関しての国の取り組みや今
後の課題についての講演で、大変有意義な時間で
ありました。� （勝俣陽二）

11
29

仙石原文化センターまつり仙石原文化センターまつり
当日は、屋外ではキッチンカーや

模擬店の販売、ホール内では、のど自慢
大会、作品展示や吹奏楽演奏・日本舞
踊・民謡などの舞台発表が行われ、大勢
の人々で賑わいました。� （勝俣陽二）

12
1

町内の交通安全の推進
と事故防止を図るため
に開催されました。交
通安全功労者の表彰と
ポスターコンクールで
の優秀作品の方々の表
彰がありました。最優
秀作品は箱根中学校1
年・稲荷鈴々さんの作
品でした。
� （折橋尚道）

第第44回交通安全総ぐるみ大会回交通安全総ぐるみ大会

で買い物をして楽しんだと
ころに、サンタクロースか
らプレゼントを貰って大喜
びでした。
地域のみんながくらしや子
育てで困った時に頼り合え
るコミュニティをつくる取
り組みを目指して毎月１回
開催。広報はこねに案内も
でています。�（鈴木美貴）

箱根町子育てシェアタウン箱根町子育てシェアタウン
箱根町子育てシェアタウン「はこねっこ・みまもるーむ」

が湯本山崎集会所で開催され、１～ １２歳の子どもと保護者が
集まり、クリスマスツリーの絵に色を塗って飾りつけを行い
ました。報徳食品支援センター（フードバンク）提供の食品
で作ったお弁当と豚汁でお昼ご飯を食べ、出張駄菓子屋さん

肌寒くなってきました
が天気にも恵まれて、
約50人もの地域の方々
でグランドゴルフを楽
しみました。親子連れ
での参加も多数あり、
ゴルフに馴染みのない
方でも真剣に取り組む
様子が見られました。
� （折橋尚道）

温泉体育協会グランドゴルフ大会温泉体育協会グランドゴルフ大会
12

1

12
14

12
15

議会だより　はこね
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箱根町箱根町2020歳を祝う会歳を祝う会
湯本富士屋ホテルで「繋」をテーマに、２０

歳代表・金子輝理さんによる感謝のことばが述べ
られました。第２部交流会「必笑～笑う式には福
きたる」では、小・中学校の恩師　によるスピー
チやビデオレターが披露され、さらにチョコレー

箱根町消防出初式箱根町消防出初式
新春恒例の消防出初式が挙行されました。

例年は湯本小学校校庭にて実施していますが、
長寿命化改良工事により使用できず、湯本富士
屋ホテルにて式典を開催しました。59名の方々
が日頃の消防活動の功績に対して表彰を受けら
れました。� （折橋尚道）

トプラネット松尾
さんのメッセージ
で盛り上がりまし
た。抽選会では当
選者が決まると歓
声やため息が起こ
りました。
� （鈴木美貴）

令和7年箱根町新春の集い令和7年箱根町新春の集い
湯本富士屋ホテルにて行われた新春の集い

では、令和6年度自治功労者として、寄木細工の
振興と発展の功績により「本間昇氏」、住民福祉の
向上に尽力した功績として「内田良雄氏」「菅井清
登氏」が表彰されました。
特別アトラクションとして、岡田清香氏（町内在

1
7

埼玉県川島町議会視察埼玉県川島町議会視察
11月22日には岩手県雫石町、今回は川島

町が視察に来てくれました。箱根町議会の議会
改革と広報広聴の取り組などについての話をし
て、それぞれの町の取り組みついて意見交換を
行いました。� （折橋尚道）

12
19

歳末火災特別警戒 町長特別巡視歳末火災特別警戒 町長特別巡視
町内全消防機関の警戒体制の強化と、町⺠

等の防⽕意識の⾼揚を図り、⽕災発⽣の未然防⽌
のため、12⽉26⽇に消防11の各分団と消防本部に
対して、歳末⽕災特別警戒町⻑特別巡視が実施さ
れました。議会からは、⼭⽥議⻑と総務企画観光
常任委員会勝俣委員⻑が参加し、各分団に感謝の
⾔葉や激励を⾏いました。� （勝俣泰彦）

12
26

箱根駅伝往路表彰式箱根駅伝往路表彰式
第101回箱根駅伝は冬としては暖かさを感

じる中で大会を迎えました。箱根町では例年同様、
伝統工芸の寄木細工トロフィーを往路優勝校に勝
俣浩行町長が贈呈しました。今回のトロフィーは
パリ五輪・パラリンピックのエッフェル塔をイ
メージしたものでした。また、花束が新成人の前
鶴 閑さんから贈られました。� （川口延明）

1
2

住）のヴァイオリ
ンと園田紘子氏
（小田原市在住）
のピアノ演奏に参
列者から惜しみな
い拍手が送られま
した。�（鈴木美貴）

1
13

1
14

議会だより　はこね
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③町の防災
　ア自宅から近距離にない避難所
　イホテル・旅館との協定
　ウファーストミッションボックスとは何
　エハザードマップの見方
　オ自治会・消防団・行政との連携
④交通手段・コミュニティバス
　ア移動に関する問題の解決
⑤救急・医療体制の充実
　ア救急活動の現状と課題
　イ医療機関の不足
　ウ1.2.3.次医療のすみわけ

①民泊と大規模開発
　ア増え続ける民泊に対する抑制
　イ民泊の騒音対策
　ウ地元住民とのトラブルの解決方法
　エ大規模開発に対する地元の不安
②地域コミュニティ・人的交流
　ア自治会への参加減少
　イ町だより・議会だよりの配布
　ウ防災訓練などの参加

　今回の意見交換会は新しい試みとして、事前に代表の方々とテーマを定めて議会側から
そのテーマに沿って現時点での議会・行政の取り組みを紹介して、お集りの皆様からご意
見を頂戴いたしました。その場においてお答えの出来なかった課題に対しては、後日レ
ポートにして、お渡しいたしました。

実施日時　令和6年11月11日　１９時開催
場　　所　星槎学園会議室
参 加 者　町民参加者２９名　議会議員１４名

仙石原地域有志との仙石原地域有志との

� 意見交換会� 意見交換会

事前に定めた話し合いのテーマ

司会　鈴木邦子さん

みなさん真剣に聴いていました

議会だより　はこね
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３月定例会の日程（予定）

※２月13日開催の議会運営委員会において決定いたしますので、変更となる場合があります。
詳しくは、議会事務局（☎85-9570）までお問い合わせいただくか、町議会ホームページの
議会カレンダーをご覧ください。

２月20日
３月３日、６日、７日、11日、13日、17日、18日

本
会
議

提出したレポート テーマに沿った議会側からの説明

議員と話し合いをしませんか

お問い合わせは議会事務局
議会事務局　☎85-9570
*　web_gikai@town.hakone.kanagawa.jp

【意見交換会の募集】
・グループでの参加となります
　（少人数でもかまいません）
〈申し込み方法〉
・�議会ホームページより、申込用紙をダウンロードして
議会事務局宛てに郵送

・FAX・メールにて申し込み

議会だより　はこね
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広報広聴委員会
委 員 長　村野　由紀子
副委員長　折橋　尚道
委 員　鈴木　美貴・勝俣　陽二
　　　　　佐藤　章子・勝俣　泰彦
印刷所 /㈲石橋印刷

龍虎山　長安寺は延文三年（龍虎山　長安寺は延文三年（１１３３５５６６年）箱年）箱
根姥子山長安寺として創立されましたが、 老朽根姥子山長安寺として創立されましたが、 老朽
化に伴い、 明暦元年（化に伴い、 明暦元年（１１６６５５５５年）現在の仙石原年）現在の仙石原
に、 機山労逸大和尚により開山されました。 そのに、 機山労逸大和尚により開山されました。 その
後、 享保年間に姥子が元箱根の領分になったの後、 享保年間に姥子が元箱根の領分になったの
で山号を龍虎山と改められました。で山号を龍虎山と改められました。

五百羅漢について五百羅漢について
昭和昭和6600年に制作を開始した五百羅漢は現在年に制作を開始した五百羅漢は現在330000

体を超えており、 今もなお体を超えており、 今もなお550000体を目指しております。体を目指しております。
羅漢とはお釈迦様の弟子で、 仏道修行をして阿羅漢とはお釈迦様の弟子で、 仏道修行をして阿

羅漢という人間として最高の位を得た方です。羅漢という人間として最高の位を得た方です。
その姿は喜怒哀楽の表情を浮かべた、 実に人間味その姿は喜怒哀楽の表情を浮かべた、 実に人間味

のある仏様です。 �のある仏様です。 �(投稿者・勝俣陽二　写真提供・佐藤充)

それぞれの表情に、 何を感じますか。それぞれの表情に、 何を感じますか。

　議会だよりモニターを務める元新聞記者の三木英
明さん（写真前列左から２番目）にお越し頂き、議
会だよりの編集・制作等について勉強会を開催しま
した。紙面の構成や文字の活用、タイトル・見出し
のバランス等を教えて頂きました。議会を身近に感
じてもらい、より分かりやすい議会だよりをお届け
できるよう取り組んで参ります！� （村野由紀子）

編  集  後  記

自分に似た羅漢さんを自分に似た羅漢さんを

探しに行きませんか─探しに行きませんか─

龍虎山　長安寺

五百羅漢


